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令和２年度 交通基盤部発注の建設工事事故事例 

No 発生日時 種 別 事故内容 事故状況 

１ 

R 2. 6.13 

（土） 

23:00 

もらい事故 

（Ｃ－２） 
交通事故 

路面に落石（約 40 ㎝）があるとの連

絡を受け、現地に一人で向かい作業

をしていた業務委託請負会社の社

員が通行車両に轢かれた。（死亡） 

２ 

R 2.11.17 

（火） 

16:15 

労働災害 

（Ｂ－４） 
墜落・転落 

道路植栽木の剪定作業中に高所か

ら転落し、頭部・胸部を強打した。

（急性硬膜下血腫、肺挫傷、腰椎横

突起骨折、右肋骨多発骨折） 

３ 

R 2.12.23 

（水） 

 9:30 

労働災害 

（Ｂ－３） 
飛来・落下 

仮設材となるＨ型鋼（H-300 L=6.0

ｍ 93kg/ｍ）を現場で荷下ろしする

際、４ｔユニック（2.9ｔ吊りクレー

ン）のフックが外れ、H 型鋼が作業

員の背中（右側）に落下した。（左足

脛骨折、背骨第２粉砕骨折）

４ 

R 3. 1.29 

（金） 

 9:30 

労働災害 

（Ｂ－３） 

挟まれ・ 

巻き込まれ 

割石を大ハンマーにより小割りし

ていた作業員が、石の敷並べをして

いた被災者の左中指を誤って打っ

てしまった。（左手中指の損傷） 

５ 

R 3. 2. 5 

（金） 

13:10 

労働災害 

（Ａ－４） 

挟まれ・ 

巻き込まれ 

作業員が仮設構台の手すりと重機

の間に挟まれた。（死亡） 

令和２年度 経済産業部発注の建設工事事故事例 

No 発生日時 種 別 事故内容 事故状況 

６ 

R2. 5.26 

（火） 

13:35 

労働災害 

（Ｂ－３） 
飛来・落下 

支障木伐採中、頭上から枯れ枝が落

下し、被害者に当たり、バランスを

崩して約１ｍの段差下へ転落した。 

（骨折（右頭蓋、右頬、首）、左膝（半

月板、前十字靭帯ほか）損傷） 

７ 

R2.11.17 

（火） 

14:20 

労働災害 

（Ｃ－１） 
墜落・転落 

境界確認（周囲測量）の作業中に、

杭にターゲットを設置しようとし

た際、バランスを崩し、約 11ｍの斜

面を滑落した。（背中、首などの打ち

身・休業４日未満） 
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性別・年齢

職　　業

 ［災害の概要］

    令和３年１月29日金曜日

□安全対策の有無 ：無
 ［再発防止策］
□問      題      点 ：

③現場代理人が作業を行っていた。

□防   止   対   策 ：

　［事故の状況が分かる写真または図面］

③現場代理人は、作業全体を確認できる位置で作業員に指示や声掛けを行い、作業
するうえで危険がないか監視する。

その他防止対策：会社で安全研修会を行い、本現場での事故の周知と各現場のヒヤリ
ハットとその安全対策を共有することで、組織的に安全管理の向上を図った。

②狭い作業現場に作業員が２人が入って同時に作業を行っていた。

□事 故 の 概 要 ：

①朝礼の際には作業員に当日の作業内容を確認させ、作業内容に関わる安全教育を
行う。また、作業に変更が生じた場合は作業を一時中止し、変更された作業内容を基
にハザードマップを作成し、必要な安全対策を施したうえで作業を行う。

左手中指を損傷

①朝礼時にはなかった作業に対し、作業員と相互確認をしないまま作業を行っていた。

□現 場 の 状 況

擁壁基礎部の均しコンクリート打設前に、湧水処置として仮排水路の施工を作業員２名で行っていた。作
業内容は、被災者が割石を仮排水路に置き、相手方が大きい割石を小さくする為に大ハンマーを使用して
割石を砕いていた。

左手中指をハンマーで誤打してしまっ
た。

被災状況

急傾斜地崩壊対策工事

現場代理人

②それぞれの作業を分離し、他の作業スペースに入るときは、声かけを徹底し、周囲の
注視を行う。

男性　44歳

被災者が仮排水路に割石を敷並べる際、左手で砕いた石を拾い、右手で石を並べるサイクルで作業して
いた。相手方の作業員が割石を砕こうとハンマーを打込んだと同時に被災者がその割石を拾おうと手をかけ
たため、相手方の作業員が被災者の左手中指をハンマーで誤打してしまった。

事故周知・再発防止〔令和２年度発生事例〕
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令和２年度［第32-S4608-01号］下薮田山崎急傾斜地崩壊対策工事（擁壁工）
施工延長L=40.1ｍ

事故発生箇所

位置図

工事平面図
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　［事故の状況が分かる写真または図面］

事故周知・再発防止〔令和２年度発生事例〕

作業箇所

ハンマーにより
小割する作業員

仮排水路にぐり石
を敷並べる作業員
（被災者）

事故発生現場全景 事故発生現場近景

被災者：割石を並べようと手をかける。

仮排水路をつくり、湧水を
水替えポンプまで導水

作業状況 遠景

水替えポンプ

基礎底面
からの湧水

作業状況 近景

作業員：割石が大きいと判断し、小割
しようとハンマーで砕こうとした。

被災者の左手中指をハンマーで誤打してしまっ
た。
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